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学
園
歌
の
沿
革
と
現
状
を
み
る（
続
編
）

石　

田　

健　

一

　

先
の
『
年
史
紀
要
』
第
十
八
号
で
、「
学
園
歌
の
沿
革
と
現
状
を

み
る
―
そ
の
正
し
い
継
承
と
高
揚
を
願
っ
て
―
」
と
題
し
、
主

と
し
て
学
歌
と
学
生
歌
の
沿
革
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
本
号
で
は

そ
の
続
編
と
し
て
、
関
西
大
学
讃
歌
、
新
学
生
歌
、
応
援
歌
お
よ

び
逍
遥
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て

大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
に
も
触
れ
、
最
後
に
、
学
歌
の
沿
革
に

つ
い
て
の
訂
補
を
加
え
た
い
。

一　

関
西
大
学
讃
歌
の
制
作

　

関
西
大
学
讃
歌
は
、
関
西
大
学
が
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
周
年
記
念
事
業
と
し
て
制
作
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
周
年
記
念
曲
を
作
る
に
あ
た
り
、
そ
の
作
詞
を
校
友

で
劇
作
家
の
大
御
所
、
北
條
秀
司
（
昭
二
専
国
）
に
依
頼
し
た
の

で
あ
っ
た
。
当
時
、
北
條
は
す
で
に
「
王
将
」
や
「
司
法
権
」
等

の
名
作
を
世
に
残
す
日
本
演
劇
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
を
続
け
て

い
た
が
、
こ
の
要
請
を
快
諾
し
た
。

　

母
校
か
ら
の
要
請
を
、
北
條
は
殊
の
ほ
か
喜
ん
だ
こ
と
が
記
録

に
残
さ
れ
て
い
る
。『
関
西
大
学
百
年
史
』
通
史
編
上
（
二
三
七
ペ

ー
ジ
）に
そ
の
時
の
北
條
の
感
想
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

簡
潔
に
要
約
し
て
お
き
た
い
。

　

創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て
讃
歌
を
制
定
す
る
と
い
う
こ

と
で
依
頼
を
受
け
た
。
卒
業
以
来
の
疎
遠
も
あ
り
、
承
諾
し

た
。
当
時
と
現
在
で
は
学
園
も
隔
世
の
感
が
あ
ろ
う
が
、
自
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然
の
秀
麗
を
誇
っ
た
千
里
の
イ
メ
ー
ジ
を
根
底
に
し
て
雄
大
、

華
麗
な
姿
を
う
た
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
開
学
以
来
の
独
立

自
尊
の
精
神
が
永
劫
の
未
来
に
伝
承
さ
れ
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
無
形
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

（
抄
）

　

北
條
は
「
ぜ
ひ
と
も
母
校
の
ご
恩
に
報
い
た
い
」
と
周
囲
に
感

想
を
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
北
條
か
ら
渉
外
を
引
き
受
け
て

い
た
校
友
・
丸
岡
武
氏
（
昭
三
二
法
）
の
述
懐
で
あ
る
。
こ
の
北

條
の
気
持
ち
は
、
大
学
か
ら
の
謝
礼
を
固
辞
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
に
よ
っ
て
、
北
條
の
真
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
時
、
北
條
が
Ａ
4
判
二
連
の
五
線
紙
を
利
用
し
て
、
そ
こ

に
大
き
な
力
強
い
字
で
書
い
た
歌
詞
が
い
ま
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
詞
は
、
ま
さ
に
、
今
述
べ
た
千
里
の
雄
大
な
姿
を
活
写
す

る
。
字
は
整
然
と
し
て
大
き
く
、
筆
勢
も
強
い
。

　

こ
の
歌
詞
を
受
け
て
作
曲
家
・
清
水
脩
が
曲
を
つ
け
た
。
大
き

な
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
歌
詞
に
対
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
の

組
み
合
わ
せ
が
相
応
し
い
と
直
感
し
て
、構
想
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

　

清
水
が
精
力
を
注
い
で
完
成
さ
せ
た
の
は
記
念
式
典
の
三
週
間

関西大学讃歌の筆跡（冒頭部）

関西大学讃歌の作詞者・
北條秀司
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前
で
あ
っ
た
。

　

創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
周
年
記
念

事
業
は
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
秋
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

関
西
大
学
会
館
の
竣
工
、
創
立
者
群
像
、
児
島
惟
謙
、
山
岡
順
太

郎
ら
の
胸
像
の
除
幕
、
ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
学
術
調
査
等
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
記
念
式
典
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
挙

行
さ
れ
た
が
、
関
西
大
学
讃
歌
は
朝
比
奈
隆
指
揮
の
関
西
交
響
楽

団
と
大
阪
放
送
合
唱
団
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。

　

関
西
大
学
で
は
、
こ
の
八
十
周
年
記
念
行
事
だ
け
で
は
な
く
、

創
立
三
十
周
年
以
降
、
十
年
毎
の
周
年
記
念
行
事
を
す
べ
て
、
い

わ
ゆ
る
「
足
掛
け
算
」
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
き
た
。
百
周
年
は
、
こ

の
点
を
是
正
し
て
満
百
年
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
昭
和
六
十
一
（
一
九

八
六
）
年
十
一
月
に
行
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
関
西
大
学
讃
歌
は
、
大
学
が
創
立
百
周
年
を

迎
え
た
と
き
、
再
び
記
念
式
典
歌
と
し
て
演
奏
し
よ
う
と
い
う
話

が
も
ち
上
っ
た
。
制
作
後
二
〇
年
の
歳
月
を
経
た
わ
け
で
あ
る
が
、

な
お
、
新
鮮
に
し
て
力
強
く
、
荘
重
な
こ
の
曲
を
も
っ
て
最
適
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

北
條
の
歌
詞
は
、
第
一
節
で
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
豊
か
な
緑

を
、
第
二
節
で
は
大
淀
に
育
ま
れ
た
若
人
を
、
そ
し
て
第
三
節
に

は
八
十
年
の
歴
史
を
う
た
っ
て
い
る
。
歌
詞
を
細
か
く
検
討
し
た

と
こ
ろ
、第
三
節
に
「
ふ
り
か
え
え
る　

八
十
（
や
そ
）
の
春
秋
」

の
一
句
が
あ
り
、
こ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
当

時
の
理
事
会
で
も
検
討
さ
れ
た
が
、「
八
十
の
春
秋
」
を
「
百
の
春

秋
」
と
読
み
か
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
ひ
ゃ
く
の
春

秋
」
と
「
も
も
の
春
秋
」
の
二
通
り
に
読
め
る
が
、「
ひ
ゃ
く
」
と

読
む
こ
と
に
決
め
た
。
当
時
の
村
山
弘
広
報
課
長
が
北
條
の
も
と

に
出
向
い
て
事
情
を
説
明
の
う
え
、「
ひ
ゃ
く
の
春
秋
」
と
歌
う
こ

と
の
承
諾
を
得
て
、
式
典
曲
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

因
に
こ
の
百
周
年
記
念
式
典
は
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
十

一
月
四
日
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
一
万
三
千
人
の
列
席
者
を
迎
え
て

挙
行
さ
れ
た
。
八
十
周
年
記
念
式
典
で
は
プ
ロ
の
楽
団
に
よ
っ
て

演
奏
さ
れ
た
「
関
西
大
学
讃
歌
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
自
前

の
学
生
音
楽
団
体
合
同
の
楽
団
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

合
唱
付
き
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
こ
の
曲
を
聴
い
た
校
友
の

中
に
、
こ
れ
を
聴
い
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
を
彷
彿
と
さ
せ

る
と
心
境
を
呟
い
た
人
が
い
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
。
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二　

新
学
生
歌
に
つ
い
て

1　

記
念
歌
と
し
て
公
募

　
「
関
西
大
学
讃
歌
」
と
と
も
に
、創
立
八
十
周
年
の
佳
節
を
記
念

し
て
記
念
曲
が
公
募
さ
れ
た
。
広
く
学
生
・
職
員
・
校
友
か
ら
公

募
し
た
「
新
学
生
歌
」
で
あ
る
。
大
正
な
い
し
昭
和
初
期
に
作
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
先
の
学
生
歌
に
対
し
て
、
新
し
い
時
代
感
覚
を
盛

り
込
ん
だ
新
学
生
歌
を
公
募
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
を
『
百

年
史
』（
下
巻
・
二
三
八
〜
二
四
〇
ペ
ー
ジ
）
か
ら
拾
う
と
、
歌
詞

は
応
募
五
十
二
編
の
中
か
ら
、
当
時
、
大
阪
府
立
高
津
高
等
学
校

教
諭
を
務
め
て
い
た
校
友
・
明
珍
昇
（
昭
二
五
専
国
、昭
二
七
文
、

昭
三
四
院
修
国
）
の
作
品
が
選
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
当
選
歌
詞
が
公
開
さ
れ
て
、
そ
の
歌
詞
に
対
す
る

曲
が
公
募
さ
れ
、
三
十
七
曲
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
当

時
、
文
学
部
英
文
学
科
三
年
次
に
在
学
し
た
緒
方
（
現
姓
・
大
塚
）

京
子
氏
の
作
品
が
選
定
さ
れ
た
。
選
定
曲
は
、
さ
ら
に
作
曲
家
・

清
水
脩
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
編
曲
さ
れ
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
北

條
秀
司
・
清
水
脩
に
な
る
「
関
西
大
学
讃
歌
」
と
と
も
に
、
創
立

八
十
周
年
記
念
式
典
で
朝
比
奈
隆
・
指
揮
、
関
西
交
響
楽
団
、
大

阪
放
送
合
唱
団
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。

　

こ
の
新
学
生
歌
の
作
詞
者
は
、
当
時
、
す
で
に
大
阪
市
歌
を
は

じ
め
、
五
指
に
余
る
高
等
学
校
の
校
歌
作
詞
歴
を
も
ち
、
何
冊
か

の
詩
集
を
出
版
し
た
実
績
を
も
っ
て
い
た
。

2　

新
学
生
歌
作
詞
の
背
景

　

明
珍
昇
は
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
、
大
阪
市
が
市
制

七
十
周
年
記
念
に
募
集
し
た
大
阪
市
歌
で
歌
詞
の
部
に
応
募
し
て

当
選
し
て
い
る
。
古
代
か
ら
脈
々
と
息
づ
く
大
阪
の
流
れ
を
、
第

一
節
「
み
お
つ
く
し
の
精
神
」、
第
二
節
「
雑
踏
の
力
強
さ
」、
第

三
節
「
大
阪
の
未
来
」
を
主
題
と
し
て
歌
詞
を
綴
っ
て
い
る
。「
流

れ
て
い
る　

流
れ
て
い
る　

大
阪
は　

さ
わ
や
か
に
…
」（
第
一

節
）、「
動
い
て
い
る　

動
い
て
い
る　

大
阪
は
晴
れ
や
か
に
…
」

（
第
二
節
）、「
生
き
て
い
る　

生
き
て
い
る　

大
阪
は　

た
く
ま
し

く
…
」（
第
三
節
）
で
始
ま
る
各
節
は
、淀
川
と
と
も
に
生
き
て
き

た
大
阪
の
未
来
を
川
の
流
れ
に
託
し
て
歌
い
あ
げ
た
曲
と
な
っ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
学
生
歌
の
当
選
歌
詞
を
書
い
た
明
珍
は
、
粗
原

稿
の
段
階
で
母
校
を
訪
れ
て
い
る
。
歌
詞
の
中
に
描
い
た
イ
メ
ー
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ジ
と
現
実
の
学
園
の
姿
の
く
い
違
い
を
修
正
し
た
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。
こ
れ
は
公
募
締
め
切
り
が
三
日
後
に
迫
っ
た
昭
和
四
十
年

五
月
二
十
八
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
珍
は
、
皮
膚

に
し
み
と
お
る
学
生
時
代
の
感
情
を
呼
び
覚
ま
し
て
推
敲
を
重
ね

た
と
述
懐
し
て
い
る
。
明
珍
は
「
五
月
の
風
が
馥
郁
と
香
る
季
節

―
何
か
こ
れ
か
ら
す
る
こ
と
が
本
当
の
も
の
の
よ
う
に
皮
膚
に

し
み
通
る
朝
―
わ
た
し
の
学
生
歌
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
こ
に
定
ま

っ
た
の
で
あ
る
」
と
学
園
に
立
ち
尽
く
し
、「
新
学
生
歌
の
イ
メ
ー

ジ
は
こ
れ
で
決
ま
っ
た
」
と
快
哉
を
叫
ん
だ
。
こ
の
時
の
様
子
は

校
友
会
機
関
紙
「
関
大
」（
第
一
二
三
号
）
に
詳
し
い
。

3　

原
曲
と
完
成
曲

　

大
学
創
立
八
十
周
年
の
記
念
事
業
に
関
す
る
第
一
次
資
料
は
多

く
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
緒
方
氏
が
応
募
し
た
こ
の

新
学
生
歌
の
自
筆
原
譜
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
当
選
後
、
作
曲
家

の
手
に
委
ね
ら
れ
て
編
曲
さ
れ
た
も
の
が
「
新
学
生
歌
」
と
し
て

日
の
目
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
譜
に
当
た
る
緒
方
氏
の
応
募

作
は
、
貴
重
な
第
一
次
史
料
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
譜
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
想
像
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。

　

ま
ず
、
緒
方
氏
が
作
曲
し
た
原
譜
は
清
水
脩
の
編
曲
よ
り
も
高

い
音
程
で
歌
う
楽
譜
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
緒
方
氏
は
、
混
声
合
唱
曲
に
編
曲
さ
れ
て
、
華
麗
に
き
ら
め

く
ソ
プ
ラ
ノ
で
飾
ら
れ
た
、
輝
く
よ
う
な
曲
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
一
方
、
編
曲
で
は
、
学
生
生
活
の
中
で

広
く
無
理
な
く
歌
わ
れ
る
斉
唱
曲
と
し
て
、
男
声
の
音
域
の
限
界

に
も
配
慮
し
つ
つ
編
曲
さ
れ
た
も
の
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

曲
の
前
半
部
は
、
原
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
を
活
か
し
つ
つ
二
〜
三
音
さ

げ
ら
れ
た
う
え
、
後
半
で
は
原
作
者
の
音
程
か
ら
ト
ー
ン
を
落
と

し
て
曲
を
ま
と
め
た
形
跡
が
伺
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
原
曲
の
イ

新学生歌作詞者・明珍 昇
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メ
ー
ジ
と
は
若
干
異
な
る
。
緒
方
氏
は
原
曲
で
は
、
最
後
の
「
関
大　

関
大　

関
大　

関
大
の
わ
れ
ら
」
と
歌
う
あ
た
り
、
ソ
プ
ラ
ノ
の

高
い
音
域
の
華
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
夢
見
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
こ
こ
に
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
か
ら
採
譜
し
た
譜

面
を
載
せ
た
。
緒
方
氏
の
書
い
た
高
い
音
域
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
ホ

ー
ホ
ケ
キ
ョ
の
最
高
音
の
レ
ベ
ル
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
新
学
生
歌
で
あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
、
意
外
？
と

思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
第
一
節
第
四
聯
に
「
友
よ
た
た
え
よ　

こ

の
息
吹
き
」
と
い
う
歌
詞
が
あ
る
が
、
後
に
続
く
第
二
節
、
第
三

節
で
は
と
も
に
七
五
調
と
な
っ
て
い
る
の
に
、第
一
節
だ
け
は「
こ

の
い
き
ふ
き
」
と
七
六
調
で
歌
う
よ
う
に
曲
を
つ
け
て
い
る
点
で

あ
る
。「
息
吹
」
を
「
い
ぶ
き
」
と
読
む
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
な
い

は
ず
は
な
く
、
何
と
も
愛
嬌
の
あ
る
勘
違
い
の
跡
を
残
し
た
が
、

こ
こ
は
編
曲
者
・
清
水
が
「
い
ぶ
き
」
と
三
音
節
に
短
縮
し
て
曲

緒方（現姓・大塚）京子氏作曲の
「新学生歌」楽譜の一部

& h# h#
œ x

ホ ー ホ ケッ キョ

k

うぐいすの鳴き声からの採譜
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を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
学
歌
と
異
な
り
、
新
学
生
歌
で
は
、
作
詞
者
が
歌
詞

各
節
の
最
終
行
に
「
関
大　

関
大　

関
大　

関
大
の
わ
れ
ら
」
と

「
関
大
」
を
四
回
繰
り
返
し
て
い
て
、作
曲
者
が
入
れ
た
技
巧
上
の

「
リ
フ
レ
イ
ン
」
で
は
な
い
と
同
時
に
、新
学
生
歌
で
は
作
曲
家
が

歌
詞
の
音
節
に
忠
実
に
曲
を
つ
け
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

4　

学
生
歌
と
新
学
生
歌

　

学
生
歌
は
先
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
、大
正
十
二
（
一
九
二
三
）

年
四
月
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
八
十
余
年
の
歳
月
を
閲
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
比
し
て
新
学
生
歌
は
一
九
六
五
年
の
作

で
あ
る
か
ら
、
た
か
だ
か
四
十
年
余
り
に
過
ぎ
な
い
。
そ
ん
な
点

も
あ
る
が
、学
生
や
校
友
に
親
し
ま
れ
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
は「
学

生
歌
」の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
緒
方
氏
は
、

こ
の
新
学
生
歌
の
テ
ン
ポ
を
学
歌
と
同
じ
く
「

＝
112
」
と
指
定

し
て
い
て
、譜
面
に
は
「
mf　

力
強
く
活
発
に
」
と
あ
る
と
お
り
、

明
る
く
元
気
に
歌
っ
て
ほ
し
い
曲
の
一
つ
で
あ
る
。『
日
時
計
』『
夕

陽
の
柩
』
等
の
詩
集
を
世
に
出
し
た
校
友
詩
人
が
作
詞
し
、
現
役

の
学
生
が
原
曲
を
作
曲
し
た
こ
の
新
学
生
歌
が
、
も
っ
と
広
く
、

学
生
生
活
の
い
ろ
い
ろ
の
場
で
歌
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
た

い
も
の
で
あ
る
。

三　

応
援
歌
に
つ
い
て

1　

応
援
歌
成
立
の
経
緯

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
場
で
応
援
時
に
歌
わ
れ
て
い
る
応
援

歌
の
成
立
の
時
期
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
応
援
歌
の
歌

詞
は
二
節
か
ら
な
る
が
、そ
の
作
詞
者
も
作
曲
者
も
不
祥
で
あ
る
。

　

関
西
大
学
は
周
知
の
と
お
り
、
山
岡
順
太
郎
が
総
理
事
と
な
っ

て
か
ら
、
私
財
を
投
げ
出
し
て
、
当
時
、
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
旧

第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
成
し
た
の
を
契
機
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
振

興
し
、
優
秀
で
世
界
的
な
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
大
学
昇
格
を
記
念
し
て
、

帽
章
・
襟
章
・
応
援
歌
が
大
々
的
に
懸
賞
募
集
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
『
千
里
山
学
報
』（
第
三
号
）
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
趨
勢
が
、

応
援
歌
の
成
立
を
加
速
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

事
実
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
、
こ
う
し
て
一
一
二

編
の
応
募
歌
詞
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
帽
章
の
応
募
は
一

二
六
、襟
章
は
一
四
五
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
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大
学
昇
格
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
学
生
の
意
気
高
揚
を
図
っ
た

た
め
、数
多
く
の
応
援
歌
が
誕
生
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
千
里
山

学
報
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
運
動
各
部
共
通
の
応
援
歌
と
し
て
の

「
開
戦
の
歌
」
ほ
か
、
各
運
動
部
別
の
応
援
歌
と
し
て
、
野
球
部
・

庭
球
部
・
角
力
部
・
蹴
球
部
・
陸
上
部
の
応
援
歌
が
『
千
里
山
学

報
』
を
通
じ
て
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

応
援
歌
の
普
及
で
、
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
が
、
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年
の
春
に
、千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
応
援
団
が
結
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
応
援
団
の
誕
生
が
、
各
部
別
の

応
援
歌
誕
生
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
行
の
応
援
歌
の
歌
詞
は
、
こ
こ
で
も
初
め
の
三

聯
は
七
五
調
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
各
種
の
競
技
場

で
歌
わ
れ
る
が
、
ど
の
場
面
で
も
、
こ
れ
が
調
子
は
ず
れ
に
ゆ
っ

く
り
と
歌
わ
れ
た
こ
と
は
聞
か
な
い
。
必
死
の
応
援
が
悠
長
な
テ

ン
ポ
を
拒
む
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

2　

局
面
に
合
わ
せ
た
応
援
歌

　

こ
の
応
援
歌
に
関
連
し
て
、
三
種
類
の
応
援
歌
が
提
案
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
書
い
た
。

　

歌
詞
を
み
る
と
、
稚
気
が
あ
っ
て
何
と
も
他
愛
な
い
が
、
勝
っ

た
と
き
は
勝
利
を
喜
び
、
負
け
れ
ば
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
う
軒
昂
た
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、『
千
里
山

学
報
』（
第
三
号
・
大
正
十
五
年
九
月
十
五
日
）
か
ら
「
開
戦
の

歌
」
と
と
も
に
こ
こ
に
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
　
　

◇
開
戰
の
歌

若
き
命
の
み
な
ぎ
れ
る
／
瞳
と
ひ
と
み
交
わ
し
つ
ゝ
／
友
よ

し
ば
し
は
手
を
握
ら
ん
、
／
學
び
の
道
に
い
そ
し
め
る
／
契

り
は
深
き
わ
れ
ら
な
り
。

若
き
力
の
み
な
ぎ
れ
る
／
腕
と
か
ひ
な
分
か
ち
つ
つ
／
友
よ
、

し
ば
し
は
別
れ
な
ん
、
／
た
ゝ
か
い
の
地
に
臨
む
と
も
／
え

に
し
は
深
き
わ
れ
ら
な
り
。

今
日
の
一
日
を
戰
い
て
／
明
日
は
ふ
た
た
び
友
た
ら
ん
、
／

こ
ゝ
に
願
わ
く
、
も
ろ
と
も
に
／
正
義
の
い
く
さ
華
や
か
に

／
戰
い
終
え
て
別
れ
な
ん
。

　
　
　

◇
勝
利
の
歌

勝
つ
た
、
勝
つ
た
、
勝
つ
た
。
／
關
西
大
學
ま
た
勝
つ
た
。
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／
わ
れ
ら
の
選
手
は
精
鋭
無
雙
、
／
わ
れ
ら
の
選
手
は
剛
勇

無
敵
、
／
戦
常
に
勝
と
な
る
／
わ
れ
ら
が
譽
れ
は
世
界
に
響

く
。

勝
ち
て
驕
ら
ぬ
意
氣
は
あ
れ
、
／
し
ば
し
は
許
せ
わ
が
勝
鬨

を
、
／
青
春
の
わ
れ
ら
の
誇
り
と
せ
ん
に
。
／
勝
つ
た
、
勝

つ
た
、
勝
つ
た
、
／
關
西
大
學
ま
た
勝
つ
た
！

　
　
　

◇
敗
戦
の
歌

惜
し
や
長
蛇
を
逸
す
と
も
／
何
か
怖
れ
ん
空
寂
寂
、
／
見
よ

復
讐
の
一
戦
に
／
木
っ
葉
微
塵
に
踏
み
ま
く
る
／
勇
健
無
雙

の
武
者
振
を
。

け
が
負
け
、
け
が
負
け
、
ホ
イ
、
ホ
イ
、
ホ
イ
、
／
男
子
の

雅
量
見
た
か
ホ
イ
、
／
ホ
イ
、
ホ
イ
、
ホ
イ
。

 

（
い
ず
れ
も
原
文
の
ま
ま
）

　

た
だ
、
勝
敗
に
よ
っ
て
応
援
歌
を
歌
い
分
け
る
形
跡
は
、
今
の

逍
遥
歌
の
序
誦
と
い
わ
れ
る
、
前
口
上
の
中
に
、
わ
ず
か
に
影
を

残
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
序
誦
は
合
唱
に
先
立
っ
て
リ

ー
ダ
ー
が
口
吟
す
る
も
の
で
、
そ
の
中
に
「
千
里
山
上
に
花
と
咲

く
…
」と
い
う
一
句
が
あ
る
が
、こ
れ
が
競
技
に
負
け
た
時
は「
千

里
山
上
に
花
と
散
る
…
」
と
置
き
か
え
て
吟
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
開
戦
の
歌
」「
勝
利
の
歌
」
お
よ
び
「
敗
戦
の

歌
」
が
、
応
募
作
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
以
後
、
実
際
に
歌
わ
れ

た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
曲
を
知
る
資
料
は

見
当
た
ら
な
い
。
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、「
ホ
イ　

ホ
イ　

ホ
イ
」

と
合
い
の
手
が
入
る
あ
た
り
、
結
構
陽
気
な
お
囃
子
入
り
の
曲
で

あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
現
行
の

逍
遥
歌
の
よ
う
な
、
一
種
の
哀
調
を
帯
び
た
メ
ロ
デ
ィ
と
は
程
遠

い
、
悔
し
さ
、
鬱
憤
晴
ら
し
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
メ
ロ
デ
ィ
の
譜
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
伝
承
で
す
ら
残

さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
負
け
て
口
惜

し
く
て
も
落
ち
こ
ま
ず
、
明
日
に
向
か
っ
て
捲
土
重
来
を
期
す
と

い
う
、
当
時
の
陽
気
で
横
溢
な
学
生
気
質
の
一
端
を
垣
間
見
る
だ

け
で
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

四　

逍
遥
歌
に
つ
い
て

　

関
西
大
学
逍
遥
歌
は
、
歌
詞
が
三
節
か
ら
な
り
、
第
三
節
一
行
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目
、
三
行
目
の
七
音
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
八
音
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
除
き
、
各
節
と
も
七
五
調
に
推
敲
さ
れ
、
七
五
・
五
聯

で
一
節
を
構
成
す
る
歌
詞
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
学
生
歌
に
は
、
多
く
の
学
園
歌
の
中
で
、
唯
一
、

「
序
誦
」
と
題
す
る
口
上
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
序
誦
は
、指
揮
を

と
る
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
口
吟
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
節
回
し

に
個
性
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
応
、
序
誦
を
掲
載
し
て
お

き
た
い
。

　

序　

誦

　

静
か
に
去
り
行
く
春
（
夏
・
秋
・
冬
）
の
日
に
、
契
り
し

夢
も
永
遠
に
、
こ
こ
千
里
山
上
（
地
名
）
に
花
と
咲
く
。
／

帰
ら
ぬ
情
に
駒
止
ど
め
、
し
ば
し
の
憩
い
、
供
に
せ
ん
。
／

さ
れ
ば
い
ざ
歌
わ
ん
か
な
、
舞
わ
ん
か
な
、
我
等
が
関
西
大

学
逍
遥
の
歌
／
一
番
、
二
番
、
三
番
…
。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、高
吟
す
る
応
援
団
長
の
独
擅
場
で
も
あ
る
。

　

学
生
・
校
友
の
間
で
年
代
を
超
え
て
親
し
ま
れ
、
歌
い
継
が
れ

て
き
た
〝
青
春
の
曲
〞
で
あ
る
。

　

哀
歓
が
漂
う
大
正
ロ
マ
ン
の
響
き
を
持
つ
こ
の
歌
は
、
作
詞
者

も
作
曲
者
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
歌
詞
に
は
「
自
治
」
が

二
度
、「
自
由
」
が
一
度
出
て
く
る
と
と
も
に
、「
千
里
が
丘
」
が

二
度
出
て
く
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
成
立
は
大
学
が
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
大
学
予
科
の
授
業
を
開
始
し
た
大
正
十（
一

九
二
一
）
年
四
月
以
前
に
溯
る
の
は
無
理
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
教
育
理
念
と
し
て
提
唱
し
て
い
た
特
定
の
用
語
が
散
見
さ
れ

る
点
か
ら
み
て
、
山
岡
順
太
郎
が
総
理
事
に
就
任
し
た
大
正
十
一

（
一
九
二
二
）年
以
降
と
み
る
の
が
至
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
翌
大

正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
に
は
関
西
甲
種
商
業
学
校
校
歌
が

選
定
さ
れ
、
そ
の
翌
年
が
学
生
歌
の
選
定
と
続
く
頃
の
こ
と
で
あ

り
、
学
生
の
発
意
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
三

節
の
歌
詞
か
ら
、
順
に
季
を
求
め
る
と
、
第
一
節
は
春
、
第
二
節

は
、
花
は
散
り
、
月
は
落
ち
、
雁
が
飛
ん
で
い
る
情
景
か
ら
は
秋

で
あ
ろ
う
し
、
第
三
節
は
再
び
春
か
ら
夏
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
メ

ロ
デ
ィ
か
ら
み
る
と
、
あ
き
ら
か
に
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
雰
囲

気
の
漂
う
メ
ロ
デ
ィ
で
、
学
生
・
教
職
員
・
校
友
を
問
わ
ず
、
ご

く
自
然
に
肩
を
組
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
歌
わ
れ
る
、
長
い
生
命
を
持

ち
続
け
て
今
日
に
い
た
っ
た
曲
で
あ
る
。
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五　
「
学
園
歌
の
沿
革
」
訂
補

1　

一
カ
所
に
「
音
階
の
誤
り
」
あ
り

　

本
『
年
史
紀
要
』
前
号
で
「
学
園
歌
の
沿
革
と
現
状
を
み
る
」

と
題
し
た
小
文
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
の
点
検
で

現
行
の
学
歌
に
も
う
一
カ
所
、
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　

そ
れ
は
、
学
歌
主
旋
律
譜
の
第
二
十
三
小
節
の
第
三
音
符
の
音

程
が
一
音
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
詞
で
い
う
と
「
若
き
心

に
た
た
ー
え
な
ん
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
「
え
」
の
四
分
音
符
の
音

階
が
、
直
前
の
長
音
「
ー
」
と
同
じ
音
階
に
、
誤
っ
て
一
音
上
が

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

山
田
耕
筰
の
原
曲
で
は
、「
え
」
が
直
前
の
「
ー
」
の
音
程
よ
り

一
音
下
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
に
微
妙
な
抑
揚
を
与
え
て

い
る
が
、同
音
続
き
の
棒
読
み
な
ら
ぬ
棒
歌
い
と
で
も
い
う
の
か
、

単
調
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
歌
わ
れ
て
い
る
実
態
は
、

こ
の
二
音
節
同
音
程
に
な
っ
て
い
て
、
大
学
関
係
の
出
版
物
を
は

じ
め
、
広
く
流
布
さ
れ
て
い
る
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
歌

の
楽
譜
は
こ
の
誤
り
を
冒
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
誤
記
の
発
生
源
を
調
べ
て
み
た
が
、
大
正
十

一
（
一
九
二
二
）
年
十
月
十
五
日
付
『
千
里
山
学
報
』
第
四
号
附

録
と
し
て
発
行
さ
れ
た
楽
譜
に
は
誤
り
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
『
関
西
大
学

学
報
』
付
録
と
し
て
作
成
さ
れ
、
全
学
生
に
配
布
さ
れ
た
「
関
西

大
学
学
歌
」（
Ｂ
5
・
四
ペ
ー
ジ
）
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
が
発
端
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
来
、名
曲
と
い
わ
れ
た
学
歌
は
、

主
旋
律
第
二
十
三
小
節
第
三
音
符
が
第
二
音
符
と
同
じ
音
程
で
歌

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（正）

（誤）

関西大学学歌の正・誤部分
（主旋律第23小節）
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振
り
返
れ
ば
、作
曲
者
の
山
田
耕
筰
は
、こ
の
学
歌
の
作
曲
後
、

日
本
歌
曲
の
不
朽
の
名
曲
と
い
わ
れ
る
「
か
ら
た
ち
の
花
」
を
三

年
後
に
、そ
し
て
「
赤
と
ん
ぼ
」「
こ
の
道
」
を
五
年
後
に
世
に
送

り
出
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
学
歌
の
持
つ
曲
の
繊

細
な
抑
揚
を
見
落
と
し
て
、
間
違
っ
た
楽
譜
で
歌
う
学
歌
を
聞
け

ば
、
そ
の
無
神
経
さ
に
果
た
し
て
ど
ん
な
言
葉
を
発
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
山
田
耕
筰
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
照
合
し
て
改
め
て
分
か
っ

た
も
の
で
、ぜ
ひ
と
も
、正
し
い
譜
面
に
直
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
凛
風
館
で
、
毎
日
、
午
後
五

時
五
十
分
に
自
動
演
奏
さ
れ
る
カ
リ
ヨ
ン
の
奏
で
る
学
歌
は
、
正

し
い
テ
ン
ポ
で
奏
で
て
い
る
が
音
程
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
証
す
る
誇
る
べ
き
無
形
文
化
財
を
正
し
く
継
承

し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
事
例
と
な
っ
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
印
刷
物
、
出
版
物
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
歌
の
楽

譜
を
で
き
る
だ
け
早
く
修
正
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
原
曲
を
歴

史
の
事
実
と
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

2　

再
び
「
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
」
の
課
題
に
戻
る

　

そ
も
そ
も
、こ
の
『
年
史
紀
要
』（
前
号
）
に
「
学
園
歌
の
沿
革

と
現
状
を
み
る
」
と
題
し
た
小
文
を
書
く
に
至
っ
た
直
接
の
動
機

は
、
昨
今
、
学
歌
を
歌
う
テ
ン
ポ
が
随
分
遅
く
な
っ
て
い
て
、
正

し
く
学
歌
の
雰
囲
気
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
前
号
で
学
園
歌
の
沿
革
に
触
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
も

う
一
度
、
そ
の
点
を
振
り
か
え
っ
て
み
る
。
風
潮
や
流
行
等
、
つ

ま
り
時
代
の
流
れ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
一
点
、
遠

因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

学
歌
の
誕
生
時
、
他
の
学
園
歌
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
学
歌
作
曲
者
・
山
田
耕
筰
は
、
こ
れ
を
応
援
歌
と
し

て
も
歌
え
る
よ
う
に
指
導
し
た
形
跡
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
前
号
（
四
四
ペ
ー
ジ
下
段
）
に
も
記
し
た
が
、
各
節
の
最
後

の
繰
り
返
し
三
度
、「
関
西
大
学
」
が
続
く
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
間
に
「
フ
レ
ー　

フ
レ
ー
」
ま
た
は
「
エ
イ　

オ
ー
」
等
の
掛

け
声
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
援
歌
と
し
て
も
使
え
る
と

指
導
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
学
園
歌
に
は
応
援
歌
、
学
生
歌
、
逍
遥
歌
等
が
加
え
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ら
れ
て
、
多
彩
な
学
生
生
活
の
各
場
面
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
学
園
歌
の
整
備
に
よ
っ
て
、

学
歌
は
ま
さ
に
学
歌
そ
の
も
の
に
立
ち
返
っ
た
た
め
に
、「
力
強

く
、
マ
ー
チ
の
よ
う
に
」
と
い
う
曲
調
を
徐
々
に
失
い
、
本
来
求

め
ら
れ
て
い
た
「
厳
粛
、
壮
大
、
雅
麗
」
な
雰
囲
気
を
も
失
っ
て

い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

山
田
耕
筰
は
歌
唱
指
導
の
レ
ッ
ス
ン
で
、「
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン

（
＝
切
分
音
）
は
明
瞭
に
、だ
れ
て
は
い
け
な
い
。
妙
味
を
発
揮
せ

よ
」と
指
導
し
て
い
る
こ
と
を
振
り
か
え
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

六　

大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
に
つ
い
て

1　

大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
制
定

　

多
く
の
大
学
で
は
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を
定
め
て
い
る
。

　

現
在
、
関
西
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

「
紫
紺
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
が
い
つ
定
着
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
歴
史
史
料
で
乏
し
い
の
が
色
彩
史
料
と
音
源
史
料
だ
と
い

う
こ
と
を
前
号
で
も
述
べ
た
が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
も
こ
れ
に
該

当
す
る
。

　

そ
こ
で
、関
西
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
沿
革
を
た
ど
る
と
、

理
事
会
の
記
録
に
至
る
。

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
年
一
月
の
理
事
会
に
お
い
て
制
定

さ
れ
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記

録
に
よ
る
と
、

　
　
「
本
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
ヲ
ブ
リ
ュ
ー
ト
ナ
ス

　
　

以
上
決
議
ス
」

と
、
議
事
録
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
は
、
ち
ょ
う
ど
山
田
耕
筰
が
大
学
の
要
請
を
受
け
て
レ

コ
ー
ド
に
収
録
す
る
た
め
に
学
歌
を
歌
っ
た
と
記
録
に
残
さ
れ
て

い
る
年
で
あ
る
。
た
だ
し
、
余
談
な
が
ら
「
ブ
リ
ュ
ー
」
で
は
い

さ
さ
か
意
味
が
異
な
る
が
、
本
来
は
「
ブ
ル
ー
」
で
あ
ろ
う
。
日

本
語
で
は
「
青
」
に
相
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
決
議
は
、
突
如
と
し
て
、
理
事
会
が
一
方
的

に
決
定
し
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。
何
も
素
地
が
な
い
と
こ
ろ
に

い
き
な
り
「
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
ブ
リ
ュ
ー
だ
」
と
い
う
こ
と
で

は
、
余
り
に
も
唐
突
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
常
識
を
前
提

に
し
て
考
え
る
と
、
ば
ら
つ
き
を
見
せ
な
が
ら
も
、
自
然
に
、
青

色
か
ら
紺
色
系
統
へ
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
も
定
か
で
は
な
い
。
要
す
る
に
関
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西
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
ブ
リ
ュ
ー
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
記
録
で
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
応
援
団

が
「
紺
色
」
の
応
援
団
旗
を
新
調
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

2　

で
は
「
紫
紺
」
は
い
つ
か
ら
か

　

現
在
、関
西
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
と
さ
れ
て
い
る
「
紫
紺
」

は
、
紺
と
紫
の
混
合
色
で
あ
る
。

　

議
事
録
で
、「
ブ
リ
ュ
ー
」
と
あ
る
も
の
が
、
果
た
し
て
何
時
か

ら
「
紫
紺
」
に
変
色
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
不
明
な
点

が
多
く
、
と
く
に
色
彩
は
光
源
の
演
色
性
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る

た
め
「
色
」
の
特
定
は
難
し
い
。

　

こ
こ
で
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
が
学
園
歌
の
中
で
ど
う
歌
わ
れ
て

い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
応

援
歌
の
第
一
節
三
行
目
に
「
紫
紺
の
征
旗
輝
け
り
」
と
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
学
園
歌
の
歌
詞
で
色
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
実
は
こ

こ
だ
け
で
あ
る
。
第
一
高
等
学
校
第
一
中
学
校
校
歌
に
は
第
二
節

一
行
目
に
「
歴
史
と
校
旗
の　

光
を
浴
び
て
」
と
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
具
体
的
に
校
旗
の
色
ま
で
は
示
し
て
い
な
い
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
制
定
、応
援
団
旗
の
新
調
と
み
て
く
る
と
、

や
は
り
背
景
に
は
関
大
ス
ポ
ー
ツ
の
興
隆
と
は
無
関
係
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ス
ク
ー

ル
カ
ラ
ー
は
当
初
、
紺
色
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
至
当
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
紫
紺
」
と
化
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か

の
推
測
が
成
り
立
つ
。
ま
ず
、「
紫
紺
」
は
「
紺
」
の
褪
光
色
の
一

種
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

①
「
紺
」
は
「
青
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
元
来
「
紫
」
を
含

ん
だ
色
で
あ
る
。

　

②
強
い
逆
光
下
で
紺
色
の
校
旗
を
透
過
光
で
み
る
と
紫
紺
に
見

え
る
た
め
、
そ
の
色
を
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
と
思
い
込
ん
で
い

た
。

　

③
弊
衣
破
帽
の
風
潮
の
中
で
、
褪
色
感
の
あ
る
紫
紺
が
当
時
の

学
生
の
嗜
好
に
合
っ
て
い
た
。

　

④
応
援
歌
の
「
紫
紺
の
征
旗
」
の
「
紫
」
は
装
飾
語
、
接
頭
語

と
し
て
音
節
合
わ
せ
に
付
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

変
遷
の
流
れ
は
明
確
に
分
か
ら
な
い
ま
で
も
、
お
よ
そ
考
え
ら

れ
る
点
で
あ
り
、
現
在
、
関
西
大
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
「
紫
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紺
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
創
立
百
周
年
を
期
し

て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
統
一
確
認
が
お
こ
な
わ
れ
、
色
の
配
合

も
は
っ
き
り
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

3　
「
紫
紺
」
色
の
統
一
に
向
け
て

　

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
紫
紺
は
混
合
色
で
あ
る
た
め
、
紫
と
紺
を

混
合
す
る
割
合
に
よ
っ
て
色
合
い
が
変
化
す
る
。
紫
紺
だ
と
い
っ

て
も
、
実
際
に
は
ば
ら
つ
き
を
み
せ
て
い
た
の
が
、
創
立
百
周
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
頃
の
実
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
か
ら

半
世
紀
の
間
に
生
じ
た
ば
ら
つ
き
の
幅
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
音

楽
の
場
合
は
ま
だ
幸
い
な
こ
と
に
楽
譜
と
い
う
万
国
共
通
の
尺
度

が
あ
る
が
、
色
の
場
合
は
、
色
見
本
に
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
。

　

創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
統
一
を
図
ろ
う
と
し
た
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
「
標
準
色
」
を
策
定
す
る
た
め
に

検
討
を
重
ね
、
理
事
会
に
お
い
て
も
確
認
し
た
の
が
「
Ｆ
Ｇ
58
原

色
藍
51
パ
ー
セ
ン
ト
Ｆ
Ｇ
紅
49
パ
ー
セ
ン
ト
の
混
合
色
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
数
々
の
行
事
や
事

業
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
は
統
一
さ
れ
て
、
ば
ら
つ
き
を
残

さ
ず
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
厳
格
に

い
う
と
、
こ
れ
で
も
印
刷
イ
ン
キ
の
製
造
会
社
に
よ
っ
て
、
微
妙

な
ば
ら
つ
き
を
除
去
で
き
な
い
と
い
う
か
ら
、
色
の
話
は
厄
介
で

あ
る
。
厳
格
に
い
う
と
、
色
も
波
長
を
も
っ
て
正
確
に
規
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
因
に
上
製
本
仕
上
げ
と
し

た
『
関
西
大
学
百
年
史
』（
各
編
）
の
装
丁
布
ク
ロ
ス
は
特
注
の
ス

ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
染
色
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

　

創
立
百
周
年
か
ら
す
で
に
二
十
有
余
年
が
経
過
し
、
実
務
的
な

観
点
か
ら
扱
い
易
い
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
ス
ケ
ー
ル
を
設
定
す
る

た
め
、
平
成
七
（
一
九
九
四
）
年
七
月
に
、
再
度
、「
Ｄ
Ｉ
Ｃ
二
二

五
（
Ｆ
Ｇ
14
紅
45
パ
ー
セ
ン
ト　

Ｆ
Ｇ
58
原
色
藍
40
パ
ー
セ
ン
ト　

Ｃ
Ｇ
マ
ゼ
ン
タ
15
パ
ー
セ
ン
ト
の
混
合
色
）」を
推
奨
カ
ラ
ー
と
し

て
再
確
認
し
て
い
る
。
大
学
の
広
報
委
員
会
に
お
い
て
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
標
準
化
を
図
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
印
刷
の
実
務
面
で
は
、
シ
ア
ン
100
パ
ー

セ
ン
ト　

マ
ゼ
ン
タ
100
パ
ー
セ
ン
ト
を
紫
紺
と
し
て
使
用
す
る（
シ

ア
ン
と
マ
ゼ
ン
タ
の
二
版
刷
り
）
こ
と
を
実
用
基
準
と
し
て
推
奨

し
、
統
一
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
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こ
れ
で
、
前
号
に
続
く
「
学
園
歌
の
沿
革
と
現
状
を
み
る
」
を

終
わ
る
。
し
か
し
、
大
学
・
学
生
・
校
友
、
さ
ら
に
は
学
生
の
家

族
も
包
含
し
た
、
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
は
学
園
歌

と
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
校

章
等
に
つ
い
て
も
触
れ
た
か
っ
た
が
、
い
さ
さ
か
準
備
不
十
分
の

た
め
に
言
及
を
避
け
た
。
他
日
、
校
章
等
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
・
デ
ー

タ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

（
い
し
だ　

け
ん
い
ち　

年
史
編
纂
委
員
会
委
員
・　

関
西
大
学
教
育
後
援
会
）

訂　

正

　

前
号
掲
載
の
本
稿
正
編
五
五
ペ
ー
ジ
下
段
に
あ
る

「
阪
東
政
一
（
昭
二
六●

経
）」
は
「（
昭
二
大●

経
）」

で
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
ま
す
。


